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平成 18年度行政評価結果の公表（第 1 回）について

平成18年 8 月23 日

市長 公 壷

公表の趣旨

効率的で効果的な市政の実現を目指すとともに，市政の透明性を高め，その内容を市民に

よりわかりやすく説明するために取り組んできた行政評価について，平成18年度第 1 回の評

価結果を公表するものである。

2 公表の内容及び方法

（ 1）内 容

行政評価システムの概要，事務事業評価結果，基本事業達成度評価結果．施策の達成度

評価結果，施策の貢献度評価結果・・ ‥ ・別紙のとおり。

（ 2）方 法 （時期）

①「ウェブもりおか」掲載

②市の主要施設への備付け

③「広報もりおか」掲載

④報道機関への資料提供

平成18年 8 月23日

平成18年 9 月

平成18年10月 1 日号

平成18年 8 月23日

3 今後の予定

（ 1） 第2 回 平成18年 11月 施策の優先度評価結果，平成19年度予算重点化施策等の基本方針

（ 2） 第3 回 平成19年2 月 事務事業優先度評価結果 事務事業事前評価結果 大規模公共

事業の評価結果



平成 1 8 年度行政評価結果の公表（第 1 回）

平成18年虔行政評価結果（振り返り評価結果）の概要について

事務事業評価について

平成17年度に本市が行ったすべての行政活動（事務事業）について，それぞれの事業

の対象．手段，意図（目的）を明確にし．事務事業の進め方，効率性，向上余地等につ

いて評価を実施しました。

事務事業を実施 した課による一次評価，その事務事業の属する基本事業の主管課長に

よる二次評価を行いましたが，各事務事業の今後の方向性についての二次評価の結果は

次のとおりです。

◎事務事業評価二次評価結果

【 平成18年度事務事業評価結果】
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また，この二次評価の結果を前年度の評価結果と比較すると，次ページのようになっ

ています。

ー1 －

＿　 平鹿18年度

事務事業数 （件）■割合 （％）

事業の休 ・廃止 （終了を含む。） 56 4．7

継

続

（事業統廃合） 65 5．4

（改革改善を行 う） 671 55．6

（現状維持） 4 14 34．3

合　　 計 1．206 100．0



◎平成柑年度事務事業評価二次評価結果と平成17年慶事務事業評価二次評価結果の比較

【 平成18年康幸務事業評価結果】

現状維穐
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【 平成17年慶事務事業評価結果】
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事業体・廃止
（ 綺7 を含む）．

3 ．6 1
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平成 18年 1月に旧玉山村と合併 したことに伴い新市における事務事業の単位を整理 した

こと．また新規事業や終了事業などを評価単位から加除した結果，本年度の評価対象事業

は1，206 事業 となり，前年度に比較 して 140事業増加 しました。

平成18年度の事務事業評価の結果は，「事業体・廃止」と評価された事業の割合が平成17

年度に比べて1．1ポイント増加 しました。

また，「事業統廃合」と評価された事業の割合が1．8ポイント 「改革改善を行う」と評価

された事業の割合が1．7ポイント減少している一方，「現状維持」と評価された事業の割合

が2．4ポイント増加 しています。

昨年に比べて，現状維持と評価された事業の割合が増えたものの，依然として総事務事

業の 5 割以上について改革改善が必要と判断されています。

－2 －

平 成 18年 度 ・ 平 成 17年 度

事務 事業 数 （件 ）・割 合 （％） 事務 事業 数 （件） ＿割 合 （％）

事 業 の休 ・廃止

（終 了 を含 む。）
5 6 4 ．7 38 3 ．6

継

続

（事 業統廃 合 ） 6 5 5 ．4 7 7 7 ．2

（改 革改 善 を

行 う）
67 1 55 ．6 6 11 57 ．3

（現 状維 持） 4 14 34 ．3 340 3 1．9

合　　 計 1．20 6 100 ．0 1，066 100 ．0



2 基本書兼達成度評価について

基本事業とは，平成 17 年度からの新 し

い総合計画において施策の推進の具体的

な方向性を示すものです。各基本事業には

対象，意図（目的）．成果指標が設定され

ており，これについて振 り返 り評価を実施

しま した。

基本事業達成度評価は．各基本事業に属

する事務事業の評価結果を総括す るとと

もに，この後の施策評価に向けた基礎資料

を作成することにつながります。

行政評価と稔合歓首の粕瀦斑

E ニ整髪薮夏草ニコ

（ さ〉

／管ヰ一軍 ＼
義弟事典
（ 引治〉

半裁半裁
（ 平成け年女はl．加 〉

基本点講紆済鮎㌍等温棚

3 施策評価について

新しい総合計画にあげたまちづくりの基本目標を達成するために8 つの施策の柱 （政

策）を掲げ，それを4 1の施策に分類 し，①新 しい総合計画において各施策に設定されてい

る目標値と平成17年度末の実続値との比較（目標達成度），②東北各県県庁所在都市等と

の比較（近隣等比較）．③住民の期待する水準との比較（住民期待比較）の三点から成果

水準を評価し，また．成果向上に市の施策が果たす役割の大きさを検証 し．施策の達成度 ・

貢献度評価を行いました。

－3 －



平成18年度施策の貢献度評価（振 り返 り）

成果 向上 に市 の施 策 が 果 たす役 前 の 大きさ

4 平成け年度からの新規取粗みについて

（ 1 ）行政評価に係る第三者評価の実施

行政評価システムの構築が最終段階を迎えたことから，市民との協働評価の実施に

向けた取組みの一つとして，盛岡市が実施 している事務事業評価結果を第三者の視点

から再検討いただくため，外部の有識者及び市民からなる盛岡市行財政構造改革推進

会義行政評価部会の方々による第三者評価への取組みを始めました。

平成17年度は第三者評価に向けた研修会を行いました。現在，補助金の第三者評価

に取り組んでいます。

（ 2 ）事務事業の改革改善に向けた取組み

事務事業評価の結果「改革改善を行う」と評価された事務事業について．効果的な

改革改善を実施 して次年度以降の事務事業の成果を向上させていくため，40件の事務

事業を抽出して改革改善の方向性について詳細な検討を行いました。

－4 －
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11 せやかに暮らせるせl づくりの推進

22 火災に社い消防体制の群生
23 市民生話を守る安全対策の充実

12 かけがえのない自然との共生

15 暮らしを支える制丘の充実と自立支捷

31 元気な地蛾コミュニティ話恥の推進 l¢みんなで支える子育て支捷の島帥

7古いつでも僧頼される上水並事井の推進 小 将来を担う次せ代の育成

12 いつでもどこでも学ぶことができる珠滋
耕♯

書　 一乙言霊慧 書芸 芸‾ツ■

11 暮かな心を青む芸柵文化話血の真横

l ；言霊霊……諾 諾 護胡

72 魅力ある都市書輸の形成
も3 市民とともにつくる行政の実毛

88 自治の確立を目指す取畑みの強化

12 地姓をリードする医l 体制の確立 与a 多様な鼻声文末・他社和文先の推進

柑 共に歩む拝青春禅祉の異説　 83 多様で薯先な南井・サービス暮の義邦

21 自恭災書封書の推進
ユ2 人権を♯呈する他社社会の形成

引 活力ある農林業の雀典

や

や
t

い

81 せ全な財政運営の実現

82 計画的で効率的な行政連嘗の推進
81 市民の負矧こ応える抽＃の♯集・人材
の育成

8与より便利な行政サービスの■集

51 地城汁源をいかした頼光・物産の長井

引 生活耳凍の保全
03 地球可捷への千載

T一世連な居住斗凍の実演
Tl 健全な水理凍・良好な太市頸の封出
丁7 にぎわいのある市街地の形成

了8 ♯市活勒を支える文丑可並の一隻

tl 高ホ社会に適応した高齢者福祉の充実

5さ安定した雇用の加地と良好な労■可凍
の促進

け ふれあいが広がる地域福祉の実演

31 快♯な≠報ネットワークの実現

t

い

52 ≠ちに活力を与えるエ兼の振興

†l うるおいのある公一・街払税の槌骨


